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動物との接触検知可能な電気柵
鹿、猪、熊などが触れた場所が分かる電気柵で

農業の現場をより安全かつ便利にします
#顧客体験価値向上 #業務効率化 #地方創生

既存の電気柵は動物が接触した場所や、草木との接
触でショートしている場所がわからず、故障時対応
に大きな負担がかかります。

動物や草木との接触箇所がわかる電気柵で、農業従
事者の安全の確保と電気柵メンテナンス負担の軽減
を両立します。

• 地下電線の断線検知に使うマーレループ法をタッチセンサー
に活用した、ドコモ独自のラージスケールなタッチセンサー

• 既存の電気柵のワイヤーをそのままタッチセンサーにするこ
とを実現する回路設計

• 長距離設置された電気柵上のタッチの検出が、数mの誤差範
囲で可能

• 単一の機材を市中の電気柵に取り付けるだけでタッチセン
サー化できるため、多数のカメラやセンサーを導入する方法
と比べて、コストとスケーラビリティの観点で優位

農地：動物や草木との接触検知による電気柵メンテナンス負担の軽減や生態系の把握
牧場：家畜との接触検知による脱出が予測される場所の把握
警備業界：不審者侵入時のワイヤーへのタッチ検出による防犯対策
技術確立予定時期：2025/2Q

出展社＝株式会社NTTドコモ 関連リンク＝技術紹介動画「動物との接触検知可能な電気柵」

問い合わせ先URL

https://www.youtube.com/watch?v=4OMHEOq4fJE
https://tools.group.ntt/jp/rd/contact/index.php?param01=F&param02=901&param03=B02-02
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